











What students learned from one-day experiences
at elderly day care facilities as a component
of practical training for elderly nursing :




－ 32 － 
高齢者看護学実習における通所介護(デイサービス)１日体験の学生の学び 
－実習レポートの分析より－ 
                  






































































－ 33 － 
　　　　　 　       【通所介護の役割】  【通所介護の運営体制】      
  【高齢者特性
  通所介護の特徴の理解】
　      　【自己のふり返り】
　　　      　 【利用者に適した　　　　　　　　　　　  【利用者に適した援助方法】　　
　　   　　　　援助の必要性・重要性】　　   【コミュニケーション方法】　　　　
             単独一般型                  一般型                      認知症型
         通所介護での学び       通所介護での学び     通所介護での学び




















































































－ 34 － 
表１．通所介護実習おける学生の学びの分類
主カテゴリー サブカテゴリー 単独一般型 一般型 認知症型
 利用者に適した援助方法 22件(28.2%) 16件(28.6%) 36件(35.0%)
74件(31.2%)   入浴介助（16件） 6 2 8
 レクリエーション時の介助・工夫（12件） 6 6
 雰囲気づくり（8件） 4 4
 個別性を尊重した関わり（5件） 2 3
 食事介助（5件） 2 1 1
 送迎時の介助（4件） 1 3
 自立を促す介助（4件） 4
 見守り（3件） 4
 平等な関わり（3件） 2 1
 自尊心を高める関わり（3件） 3
 認知症高齢者への介助（3件） 3
 移動介助（3件） 2 1
 更衣介助（2件） 1 1
 高齢者のペースを配慮した関わり（2件） 1 1
 信頼関係の構築（1件） 1
 高齢者特性・通所介護の 23件(29.5%) 6件(10.7%) 19件(18.4%)
 特徴の理解  高齢者の特性（15件） 8 3 4
48件(20.3%)   通所介護の特徴（13件） 8 2 3






 利用者に適した援助の 10件(12.8%) 11件(19.6%) 17件(16.5%)
 必要性・重要性  自立を促す関わりの大切さ（8件） 1 3 4
38件(16.0%)   意欲・興味・誇りへの働きかけの大切さ（6件） 4 1 1
 アセスメント・観察の大切さ（6件） 2 2 2
 生活背景など個別性を活かした対応の大切さ（5件） 1 4
 在宅生活を踏まえた関わりの必要性（5件） 2 3
 高齢者の特性を踏まえたケアの大切さ（3件） 1 2
 認知症を考慮した対応の必要性（3件） 3
 ニーズ・楽しみ・満足・充実への配慮の必要性（2件） 2
 通所介護の役割 14件(17.9%) 10件(17.9%) 12件(11.7%)
36件(15.2%)   他者との交流・刺激の場の提供（14件） 6 3 5
 日常生活の支援（12件） 4 4 4
 介護家族の負担軽減（5件） 2 3
 外出の機会（4件） 3 1
 複数の役割・意義の存在（1件） 1
 コミュニケーション方法 6件(7.7%) 6件(10.7%) 8件(7.7%)
20件 (8.4%)   利用者のペースにあったコミュニケーション（16件） 6 6 4
 認知症高齢者とのコミュニケーション（2件） 2
 非言語的コミュニケーション（2件） 2
 通所介護の運営体制 3件(3.9%) 7件(12.5%) 7件(6.8%)
17件(7.2%)   送迎の効果的利用（5件） 5
 職員の役割分担・配置の工夫（3件） 2 1
 利用者・家族に感謝の気持ちを伝える（3件） 2 1
 同一職員による対応（2件） 2
 充実した時間の提供（2件） 1 1
 学生も職員の一員（1件） 1
 他職種との連携（1件） 1
 自己のふり返り 0件 0件 4件(3.9%)
      　　   　　　　   4件(1.7%)  確認の大切さ・再考の必要性への気づき（3件） 3
 技術の未熟さから自己を振り返る（1件） 1
合計　　237件 78件(100%) 56件(100%) 103件(100%)
 
滋賀医科大学看護学ジャーナル,4(1),32-39 
－ 35 － 
     【通所介護の役割】 【通所介護の運営体制】     
   「他者との交流・刺激の場の提供」「外出の機会」 「利用者・家族に感謝の気持ちを伝える」
   「日常生活の支援」「複数の役割・意義の存在」 「充実した時間の提供」











　　　　　　                                   　　　　　　　　「高齢者の特性」 「通所介護の特徴」




















































































－ 36 － 






  　　　　　　　　　  【利用者に適した援助方法】
     「入浴介助」「食事介助」「更衣介助」
     「個別性を尊重した関わり」「雰囲気づくり」
【コミュニケーション方法】 
図３．一般型の通所介護における学生の学びの関連図
     「利用者のﾍﾟｰｽにあったｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」
　　　　【利用者に適した援助の必要性・重要性】
    「自立を促す関わりの大切さ」　
    「意欲・興味・誇りへの働きかけの大切さ」　
    「生活背景など個別性を活かした対応の大切さ」　
    「在宅生活を踏まえた関わりの必要性」　
「高齢者の特性」 「通所介護の特徴」 「職員の対応」
    「アセスメント・観察の大切さ」　
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 【通所介護の運営体制】     
「他者との交流・刺激の場の提供」 「日常生活の支援」  「職員の役割分担・配置の工夫」「他職種との連携」
「介護家族の負担軽減」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「認知症を考慮した対応の必要性」　　





               【通所介護の役割】                                                   
                                     「送迎の効果的利用」
                      【高齢者特性・通所介護の特徴の理解】      　　　        　　　
                                               【自己のふり返り】
               「高齢者の特性」「通所介護の特徴」 「職員の対応」「介護家族像」     「送迎」  
                                              「認知症高齢者の特性」　
　         　「アセスメント・観察の大切さ」
　         　「自立を促す関わりの大切さ」
         　　「意欲・興味・誇りへの働きかけの大切さ」
                                            【利用者に適した援助方法】　     
　               「確認の大切さ・再考の必要性への気づき」
                 「技術の未熟さから自己を振り返る」
             「在宅生活を踏まえた関わりの必要性」
　　　　　   「生活背景など個別性を活かした対応の大切さ」
                                              「利用者のﾍﾟｰｽにあったｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」「非言語的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」 
                                                                                      【コミュニケーション方法】                       
            【利用者に適した援助の必要性・重要性】    　　
「入浴介助」「食事介助」「移動介助」 「信頼関係の構築」
                                                 「送迎時の介助」 







































































































































































































What Students Learned from One-Day Experiences at Elderly Day Care Facilities 
as a Component of Practical Training for Elderly Nursing 
－ Analysis of Day Care Practical Training Reports－ 
 
Sayuri Tanaka   Setsuko Ohta 
Shiga University of Medical Science Faculty of Nursing 
 
Abstract 
The objective of this study was to clarify what nursing students learned during their one-day experiences in one 
of the three types of day care services provided at elderly care facilities. Subjects were 35 consenting nursing students 
who participated in order to improve their practical training for the future. Subjects written reports were analyzed using 
a qualitative inductive method. A total of 237 sentences, each with a single meaning (labels), were extracted as 
descriptions of what students learned and noticed. These labels were then categorized into the following seven major 
categories of learning: "Understanding the nature of day care services for the elderly", "The necessity and importance of 
providing appropriate assistance to users", "Communication", "Assistance methods suitable for users", "Roles of day 
care", "Operational systems for day care" and "Self-reflection". Each category contained 2 to 15 subcategories.  
When the students observed that users were being dropped off and picked up, they learned the roles and 
significance of day care services, which contribute to reducing nursing-related stress in families. 
 
Key words: day care services, practical training report, degree of required care, student learning 
 
